5年　年間指導計画例　（配当100時間）
	月
	三

期
	二

期
	時間
	単元名・教材名
	指導のねらいと主な学習活動
	指導計画作成のポイント

	
	
	
	※
	わくわく どきどき 社会科って 楽しいな
	●問題解決的な学習をさらに深めていくために，多様な調べ方や学び方の方法を見て，これからの学習活動の方向をつかむ。
	作成のポイント

　学び方を身に付けるために，子どもたちが学習の折に触れて，冒頭のこのページに立ち返ることができるようにしたい。

	
	
	
	※
	地図から分かる日本
	●5年の地理学習，産業学習において，必要に応じて地図を活用できるようにする。
	作成のポイント

　各単元の学習において，資料として，地図帳や地球儀と併用しながら，繰り返し活用できるようにしたい。

	４

月
	
	
	18
	１　日本の国土とわたしたちのくらし（P9～56）
	単元目標　世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置，日本の国土の位置や領土，地形や気候の概要，自然条件から見て特色ある地域の人々の生活について，地図や地球儀，その他の資料を活用して調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。
〔指導要領内容(1)ア，イ〕
	作成のポイント

　国土の位置や地形，気候などの地理的特色を学習する際には，知識学習に偏らないように，自分たちの住む地域の事例と関連させたり，暮らしと結びつけたりして学習を展開するようにしたい。さらに，本単元での学習を産業に関する学習においても活用できるようにしたい。

	
	一学期


	前期


	(7)
	１　しょうかいしよう　国土の様子（P10～23）
	小単元目標　地図や地球儀，資料をもとに，自分たちの住む日本の位置や広がり，周辺の国々，地形や気候の特色について調べ，国土の地理的な特色について理解する。
〔指導要領内容(1)ア，イ〕
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置」の学習が加わった。

　ここでの学習に連動して，学習指導要領で示された「ユーラシア」「北アメリカ」「南アメリカ」「アフリカ」「オーストラリア」「南極」の６大陸，「太平洋」「大西洋」「インド洋」の３海洋，及び「主な国」の名称と位置をおさえたい。（「主な国」としては，近隣諸国を含めユーラシア大陸周辺から10か国，北アメリカ，南アメリカ，アフリカ，オーストラリアの各大陸から２か国程度が想定されている。）


	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P10～11）
	●知っている国のことを話題にし合いながら，世界地図で，主な大陸と海洋の位置などを確認する。
	

	
	
	
	
	
	●南北が逆さまになったオーストラリアの世界地図を見て，オーストラリアについて調べていこうという意欲をもつ。
	

	
	
	
	
	海外の人に，日本のことをしょうかいしよう
	●オーストラリアの地形や気候の特色，位置などを知ることから，日本についても同様の観点で調べてみようとする意欲をもち，調べるための計画を立てる。
	

	
	
	
	
	どこからどこまでが日本なの
	●地球儀や地図を活用して，日本の国土の広がりや位置，及び周辺の国々について調べる。その際，国旗について触れ，それぞれの国の国旗を尊重しなければならないことを理解する。
	

	
	
	
	
	日本って，こんなにたくさん山があるの
	●地図や写真等の資料を活用して，山地や平野，川の分布を調べ，日本の地形の特色を理解する。
	

	
	
	
	
	同じ日本なのにどうしてサクラのさく時期がちがうの
	●資料をもとに，「南北」の地理的な条件，「高低」の地形的条件が気候に影響を与えていることをとらえる。
	

	
	
	
	
	季節や場所によって，気候もちがうのかな
	●写真やグラフを活用して，四季による気候の変化や，太平洋側と日本海側の気候の違いについて理解する。
	

	
	
	
	
	「いちばん」どうしを比べてみよう
	●これまで調べてきた日本の国土の地形などの特色について，世界の国々と比べることを通して理解を深める。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●これまで調べてきた日本の国土や気候の特色を，海外の人に紹介することを想定してまとめる。

●日本の気候に特色のある地域について，具体例に即して調べてみようとする。
	

	４

月

・

５

月
	一学期
	前期
	(5)
	２　比べよう　気候を生かした地域のくらし

（P24～41）
	小単元目標　気候に特色のある地域の暮らしについて調べ，自然条件に適応しながら生活している人々の工夫についてとらえる。
〔指導要領内容(1)イ〕
	作成のポイント

　気候に特色のある地域の学習においては，写真資料やビデオなどの視聴覚資料，インターネットを通した現地とのコミュニケーションなど，多様な資料を駆使して実感的にとらえられるようにする。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P24～27）
	●写真やグラフを比較して，寒冷・多雪な北海道旭川市と，温暖な沖縄県中城村のそれぞれの特色をとらえ，調べてみたいことを考える。
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「自然条件から見て特色ある地域」として，従来の「気候条件」に「地形条件」が加わった。それに伴い「気候条件」に関しては，「寒・暖」いずれかの特色をもつ地域を選んで学習することとなっている。本小単元では，「寒暖」双方の事例を取り上げているが，自分たちの住む地域と比較しやすい地域を選択したり，どちらかを主として，もう一方を発展的に扱ったりするとよい。

	
	
	
	
	①雪の大地に生きる

（北海道和寒町・旭川市）

 EQ \O(　,●)導入（P28～29）
	●「時期の違い」「場所の違い」に注目して複数の写真資料を比べてとらえ，気づいたことや疑問を自由に出し合う。
	

	
	
	
	
	なぜ，雪の畑からキャベツを出荷するのかな
	●積雪量や気温に関する資料から読み取ったこと，写真資料を見て気づいたことを関連づけ，クラスの学習問題を考える。予想，調べてみたいことをノートにまとめる。
	

	
	
	
	
	本当に雪の中でキャベツは保存できるの
	●「荒井さんの話」から，「越冬キャベツ」が寒冷・多雪という気候条件を生かした名産品であることをとらえる。また，冬場の輸送を支える除雪の工夫について，調べていく意欲をもつ。
	

	
	
	
	
	道路の雪はどこに行ったのかな
	●資料から，旭川市では除雪や排雪のさまざまな工夫が，温暖化を防ぐことなど，環境全体に配慮しながら行われていることをとらえる。
	

	
	
	
	
	②「命水（ぬちぐすい）」とともに」（沖縄県糸満市など）
	●温暖な沖縄で，ビニルハウスを活用してゴーヤーを栽培しているという事実から，クラスで追究する学習問題をとらえる。
	

	
	
	
	
	どうしてビニルハウスで育てているの
	●「山城さんの話」から，強風を防ぎ，温暖な気候をさらに生かすためのゴーヤー作りの工夫をとらえる。また，沖縄では，降水量が多いのにもかかわらず水不足への対応が求められるという事実から，さらに追究していく問題意識をもつ。
	

	
	
	
	
	給水制限はどうして少なくなったの
	●沖縄が水不足になりがちなのは，地形条件にかかわりがあることをとらえる。また，「海水淡水化センター」「地下ダム」など，自然条件を生かしながら，水不足を解消していく取り組みが進められていることを調べる。
	

	
	
	
	
	沖縄のこと，もっと知りたいな
	●沖縄県には美しく豊かな自然があり，中国や東南アジアの影響を受けた独特の文化が発達していることを理解する。
	

	
	
	
	
	
	●沖縄県の歴史について関心をもち，戦争の傷跡や現在も残されている問題を理解するとともに，沖縄県の人々の願いについて考える。
	

	５

月

・

６

月
	一学期
	前期
	(6)
	３　比べよう　川がつなぐ高地・山地・低地のくらし

（P42～55）
	小単元目標　地形に特色のある地域の暮らしについて調べ，自然条件に適応しながら生活している人々の工夫についてとらえる。
〔指導要領内容(1)イ〕
	作成のポイント

　地形に特色のある地域を河川の上流域，中流域，下流域などから見つけだしたい。また，鳥瞰図などを利用して，土地の地形的な特徴が視覚的にとらえられるようにすると理解が深まる。

学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，これまで第3・4学年で学習していた「地形条件から見て特色ある地域の人々の生活」が第5学年に移行し，従来の「気候条件」と併せて「自然条件から見て特色ある地域の人々の生活」となった。川の上流・中流・下流と，一本の川をたどっていく中で，高地・山地・低地といった，異なる地形条件のもとでの人々の暮らしをとらえていくことができる。ここでの学習では，自分たちの住む地域の自然条件と比較して，相違点や類似点などが分かりやすい地域を選択して取り組みたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入／資料（P42～48）
	●天龍峡や天竜川についての「今村さんの話」，天竜川流域の地形の様子を伝える資料などから，高地や山地，低地という自然条件の違いに適応した人々の暮らしについて追究する意欲をもつ。
	

	
	
	
	
	天竜川の上流と下流では，くらしはどうちがうのかな

土地の高い地域（天竜川上流）に住む人々のくらし
	●天竜川上流域の「高地」（原村，諏訪市，塩尻市）での暮らしを調べ，夏場の冷涼な気候を生かしたセロリ作りや酪農，きれいな水や空気などの自然条件に根ざしたものづくり，寒冷な冬期でも生き生きと生活する子どもたちの様子などをとらえる。
	

	
	
	
	
	土地の低い地域（天竜川下流）に住む人々のくらし
	●天竜川下流域の「低地」（浜松市）での暮らしを調べ，地形や地質の条件を生かした野菜作り，水害を防ぐための河川の整備，上流域との産業や市民活動での協力などをとらえる。
	

	
	
	
	
	中間の山地（天龍峡）について調べたこと
	●天竜川中流域の急峻で険しい土地に鉄道を敷設することに貢献したアイヌ民族の技術者，川村カ子ト氏の偉業について調べる。
	

	
	
	
	
	ひろげる ふかめる
	●学習したことを生かして，他の河川流域などにも着目し，地形に特色ある地域での暮らしの様子をさらに調べる。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　保存食～自然条件を生かして～

（P56）
	●各地域の自然条件に合わせて作られてきた保存食について調べ，自然条件と食文化の関係をとらえる。
	

	６

月
	
	
	27
	２　食料生産とわたしたちのくらし（P57～110）
	単元目標　資料や地図・グラフをもとに日本の食料生産について調べ，農業や水産業が国土の自然条件を生かして営まれていることや，自分たちの食生活を支える重要なものであることを理解する。さらに，これらの産業に従事している人々の工夫や努力に気づき，これからの食料生産のあり方に関心をもつことができるようにする。
〔指導要領内容(2)ア，イ，ウ〕
	作成のポイント

　農作物の生産の仕方を調べる過程で，農作物を育てる体験，過去の生産の仕方との比較，農業に従事する人々へのインタビュー活動など具体的な活動を通して，わが国の食料生産のあり方について問題意識をもち追究できるようにしたい。

	
	
	
	(2)
	はじめに　食料生産とわたしたち（P58～61）
	目標　自分たちの日常の食生活を支える食料生産の役割に気づき，農業や水産業などについて具体的に調べていくためのめあてをもつ。
〔指導要領内容(2)ア〕
	

	
	一学期
	前期
	
	みんなが好きな食べ物は何かな
	●アンケートをもとに，世代ごとに好きな食べ物を調べ，それらの材料がどこで作られているのか関心をもつ。
	

	
	
	
	
	わたしたちの食べ物はどこで作られているの
	●スーパーマーケットでの産地調べや資料から，食料自給率が低い日本の食料生産の現状をとらえるとともに，自給率の高い米やサンマを生産する工夫について調べていこうとする意欲をもつ。
	

	６

月

・

７

月
	
	
	(9)
	１　調べよう　日本の農業

～庄内・本楯の米作り～
（P62～77）
	小単元目標　庄内平野の米作りについて調べ，安全でおいしい米を作るために，土地や気候の条件を生かしたうえで，土作りや水管理などさまざまな工夫を行っていることや，地域のみんなが協力して「循環型農業」に取り組んでいることをとらえる。
〔指導要領内容(2)イ，ウ〕
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入
	●地域全体や農家の人の集合写真を見たり，米袋を調べることで気づいたりしたことから，庄内平野の本楯地域の米作りについて関心をもったことを話し合う。
	作成のポイント

　米袋は事前に用意しておきたい。学習の過程では体験的活動として，米作りを行う農家の方にインタビューをするなどの活動を取り入れたい。

	
	
	
	
	どうして地域の名前をお米につけたのかな
	●「どうして地域の名前をお米につけたのか」という学習問題を立て，まず地形や気候条件と米作りの関連性について調べ，それをもとに予想を話し合う。
	

	
	
	
	
	後藤さんの1年間の主な農作業
	●写真資料や農事暦から後藤さんの1年間の仕事の概要をとらえ，追究したいことを話し合う。
	

	
	
	
	
	水管理は何のためにしているの
	●おいしい米をたくさん作るための水管理や，用水路の整備，耕地整理など，地域全体で取り組んできたことを調べる。
	

	
	
	
	
	どうすればよい土ができるのかな
	●本楯地域の農家の人たちが，養豚や野菜作りなどにも取り組みながら「循環型農業」を行い，おいしくて安全な米や作物を作るための土作りをしていることを調べる。
	

	
	
	
	
	「もとだての米」はどうして生まれたのかな
	●収穫した米をおいしく保存する工夫について調べ，地域の農家が共同でカントリーエレベーターをつくり，いつでもおいしい米を出荷できるようにしていることを理解する。
	

	
	一学期
	
	
	
	●なぜ地域のみんなで協力して「もとだての米」を作るようになったのか，その背景にある農業の厳しい現状を資料から探る。
	

	
	
	
	
	「未来の米作り」のための工夫を調べよう
	●地域での協同作業や乾田直播きなど，地域の米作りを未来へとつなぐため，みんなで取り組んでいる工夫について調べる。
	

	
	
	前期
	
	
	●調べたことをもとに，最初の学習問題（どうして地域の名前をお米につけたのか）について話し合い，思考の深化を図る。
	

	
	
	
	
	ひろげる ふかめる
	●地域伝統の米作りを未来に向けてさらに展開していくため，本楯地域の人々が取り組んでいる工夫をさらに調べる。
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「生産地と消費地を結ぶ運輸の働き」が，「運輸などの働き」という表現に改められた。運輸に限らず，客のニーズなどの情報収集，情報活用について触れることも可能である。「本楯地域の後藤さんや伊藤さんの消費者のニーズに応える努力」にも積極的に照射したい。

	
	
	
	
	
	●米の品種改良について調べ，各地の農業試験場では，その地域の気候に合ったよりおいしい米を作り出すための研究を重ねていることを理解する。
	

	７

月
	
	
	(2)
	いろいろな農業（P78～81）
	目標　野菜や果物作り，畜産業について調べ，主な産地や自然条件の利用，生産者の工夫や努力などをとらえる。
〔指導要領内容(2)イ，ウ〕
	

	９

月
	二学期
	
	(10)
	２　さぐろう　日本の水産業 ～気仙沼のサンマ漁～

（P82～101）
	小単元目標　資料をもとに水産業が盛んな地域について調べ，日本の水産業の特色や自分たちの生活とのかかわりを理解する。さらに，水産業に従事する人々の工夫や努力に気づくとともに，水産資源の保護・育成に関心をもつ｡
〔指導要領内容(2)イ，ウ〕
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「生産地と消費地を結ぶ運輸の働き」が，「運輸などの働き」という表現に改められた。新しく付加された内容は，「情報の収集とその利用について」である。ここでは，「漁獲を得るための

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P82～84）
	●導入部の写真や説明文から気づいたり考えたりしたことをもとに，サンマ漁について興味や関心をも
	情報収集とその利用」を取り上げた。また，同じく新しく付加された内容である

	
	
	
	
	
	ったことを話し合い，「クラスの学習問題」を作る。
	「価格と費用」についても触れているので，その部分ももらさないようにしたい。

	
	
	
	
	気仙沼市の沖合で，サンマがたくさんとれるのは，どうしてだろう
	●「クラスの学習問題」の一つである「サンマ漁の秘密」に関連して，気仙沼市の沖合でサンマの漁獲量が多い理由を海流との関係からとらえる。
	作成のポイント

　導入では，実際のサンマ漁の様子を写真やVTRなどを用いて見せながら，漁業に対する興味・関心を高め，問題意識をもたせたい。学習の過程では，資源管理型漁業を通して，「持続可能な漁業」に向けた水産業の取り組みについてしっかりと考えさせたい。

	
	
	
	
	
	●資料をもとに，主な漁港とその水揚量や漁場など，日本の漁業の概要をとらえる。
	

	
	
	
	
	サンマ漁のやり方を知りたいな
	●インターネットやインタビューなどの調査活動を通して，サンマ漁について理解するとともに，漁業に携わる人々の工夫や努力について理解する。
	

	
	
	
	
	岩石さんたちは，どうしてもっと漁に出ないのかな
	●「持続可能な漁業」を実現させるための具体的な取り組みである資源管理型漁業について，話し合いを通して考えていく。
	

	
	二学期
	前期
	
	漁業の生産量は，どうして減ってしまったのかな
	●資料をもとに漁業が抱える問題点について調べ，漁業を持続可能なものとするためには水産資源の保護・育成が重要であることを理解する。
	

	
	
	
	
	生産量を増やすための取り組みには，どんなものがあるのかな
	●水産資源の保護・育成のための取り組みである「つくり育てる漁業」について，具体的な例をもとにして考えていく。
	

	
	
	
	
	「栽培漁業」って，どんな漁業なのかな
	●「つくり育てる漁業」の一例として，神奈川県で行われているヒラメの栽培漁業について資料などをもとに調べ，水産資源の維持・回復に果たす役割を理解する。
	

	
	
	
	
	「海の森づくり・海の畑づくり」って，どんなことをするのかな
	●「つくり育てる漁業」の一例として，水産資源の生育環境の整備である「海の森づくり・海の畑づくり」について調べ，水産資源の維持・回復に果たす役割を理解する。
	

	
	
	
	
	「養殖漁業」って，どんな漁業なのかな
	●「つくり育てる漁業」の一例として，愛媛県の宇和海で行われている養殖漁業について調べ，養殖漁業が食料生産に果たす役割などについて理解する。
	

	
	
	
	
	トラックに積まれたサンマは，どこへ運ばれるのかな
	●サンマが漁港から消費地までどのように運ばれるのかを調べ，食料の輸送に果たす運輸の役割について理解する。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●水産業の学習を振り返り，感じたことや考えたこと，さらに調べてみたいことなどを作文などで表現する。
	

	９

月
	
	
	(1)
	時期や場所による価格のちがい（P102～P103）
	目標　資料をもとに，農産物や水産物の価格が，生産される時期や消
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領で

	
	
	
	
	
	費される場所によって変わることを理解する。〔指導要領内容(2)ウ〕
	は，運輸の働きなどと関連づけて，価格と費用について取り扱うことになった。ここでは，農産物や水産物の価格が，時期や場所によって変わることについて取り上げている。
作成のポイント

　これまでの学習や資料をもとに，日本の食料生産と食生活の現状を把握させたい。さらに，これからの食料生産や食生活のあり方について，自分なりに考えていけるようにしたい。

	９

月
	
	
	(3)
	３　考えよう　わたしたちの食生活のこれから

（P104～109）
	小単元目標　これまでの学習や資料をもとに，これからの食料生産や自分たちの食生活のあり方について，自分なりの考えをもつ｡
〔指導要領内容(2)ア〕
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P104～105）
	●資料をもとに，自分たちの食生活が外国からの食料の輸入に依存しているにもかかわらず，廃棄している食料が多いことを理解し，自分たちの食生活のあり方について考える。
	

	
	
	
	
	わたしたちの食生活は，このままでいいのかな
	●資料をもとに，さまざまな視点から自分たちの食生活について考え，これからの食生活のあり方について，自分なりの考えをもつ。
	

	
	
	
	
	ひろげる ふかめる
	●学習したことを生かして，食料自給率を向上させるための具体的な取り組みを考えて提案する。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　地産地消～地元でとれたものを，その地域で～（P110）
	●これまでの学習と関連づけて「地産地消」を取り上げ，これからの食料生産や食生活のあり方について考える。
	

	９月

・10

月
	二学期


	前期
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	３　工業生産とわたしたちのくらし（P111～156）
	単元目標　我が国の工業生産の様子について，地図や写真，統計などの資料を活用したり，調査したりして具体的に調べ，工業生産の現状や特色などをとらえ，工業生産が国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考える。
〔指導要領内容(3)ア，イ，ウ〕
	

	
	
	
	(15)
	１　考えよう　これからの自動車生産（P112～137）
	小単元目標　自動車生産を主たる事例に，工業生産に従事する人々の，時代の要請に応じるための技術開発や，良質な製品を効率も考えながら製造するための工夫や努力を，見学したり，資料を活用したりして調べ，工業生産が国民生活に果たす役割について考える。
〔指導要領内容(3)ア，ウ〕
	作成のポイント

　ここでは，自動車工場見学を学習過程に組み入れている。もし，不可能な場合は写真や映像資料を活用したり，手紙や電話などで生産者に直接取材したりして，学習ができるだけ具体的になるようにする。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P112～113）
	●さまざまな「未来の自動車」が展示されたモーターショーの写真をきっかけに，自動車生産に対する興味・関心を抱く。
	

	
	
	
	
	あったらいいな，こんな自動車
	●環境や安全性に配慮した自動車生産の工夫について，追究する問題をとらえる。
	

	
	
	
	
	「人と地球にやさしい自動車」がもっとまちを走るようになるのかな
	●環境や限られた資源に配慮した，自動車の開発と生産の現状をとらえ，今後への課題を考える。
	

	
	
	
	
	事故からわたしたちを守ってくれる自動車も研究されているのかな
	●事故から人命を守るための自動車の開発と生産の現状をとらえるとともに，未来のドライバーとして想定される自分自身の責任について考える。
	

	
	
	
	
	見学して確かめてみたいな
	●パンフレットやホームページなどの資料も参考に，自動車工場見学で調べてみたいことをノートにまとめる。
	作成のポイント

　工場見学の日程調整が難しい場合，見学の学習については，単元の学習の導入時であれば問題把握，終末ならば追究してきた内容の検証など，問題解決のプロセスに応じて適切に位置づけるようにする。

	
	
	
	
	組み立てられていく自動車
	●自動車の製造過程を，各自が事前にまとめた見学の視点に即してとらえながら，例えば機械化されている所と人が直接作業している所の違いなど，興味・関心をもった点をノートにまとめる。
	

	
	
	
	
	どんな自動車づくりをめざしているのかな
	●自動車工場では，効率よく大量生産を行うだけではなく，正確性に万全を期していることや，働く人の安全や健康，周囲への環境にも配慮して生産を展開していることを，具体例に即してとらえる。
	

	
	二学期
	前期
	
	
	●自動車工場見学で心に残ったこと，さらに追究したいと思ったことをノートにまとめ，話し合う。
	

	
	
	
	
	たくさんの部品はどこでつくられているのかな
	●自動車会社では，運輸の際の利便性や費用のことを考え，部品の多くを近くの工場から取り寄せていることをとらえる。その一方で，遠くから運ばれてくる部品もあるのはなぜか，追究への意欲を抱く。
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「工業生産を支える貿易や運輸の働き」が，「運輸などの働き」という表現に改められた。食料生産同様，客のニーズを把握するなどの情報活用について触れることも考えられる。

　さらに，運輸などに関連して，「価格や費用」を取り扱うことが示された。製品の輸送経路や輸送手段を調べる中で，製造過程で生じる費用に加えて輸送費用もかかるため，それらが価格に影響を与えていることを理解させたい。

	
	
	
	
	どうして，わざわざ遠くから運んでくる部品があるのかな
	●エアバッグをつくる会社を例に，より安全性の高い，信頼のおける製品をつくるための技術開発と，生産の努力を学ぶ。
	

	
	
	
	
	工場で完成した自動車はどうなるのかな
	●完成した自動車を運搬する際の，時間や費用，環境への配慮なども考慮した工夫や，陸路や航路などの運輸網についてとらえる。
	

	
	
	
	
	自動車は，どうやって外国に運ばれるの
	●資料をもとに，自動車運搬船による海外への輸送について調べる。また，日本の自動車会社は，海外の国との関係にも配慮し，現地生産に取り組んでいることをとらえる。
	

	
	
	
	
	100％の再利用をめざして
	●自動車のリサイクルについて調べ，自動車産業が環境保護や資源の有効利用に力を入れていることを理解する。
	

	
	
	
	
	ひろげる ふかめる
	●これまで学習してきたことを生かして，「未来の自動車」について再度企画をしてみる。
	

	
	
	
	
	（工業にはどんな種類があるのかな）
	●資料から工業の種類について理解し，自分たちの日常生活の場面か
	

	
	
	前期
	
	
	ら工業製品を見つけることで生活との深い結びつきをとらえる。また，工業製品の生産国を調べてみることで，工業における諸外国とのつながりについて関心をもつ。
	

	10

月

・

11

月
	
	
	(8)
	２　さぐろう　日本の工業生産の特色（P138～155）
	小単元目標　我が国の各種の工業生産や工業地域の分布，工業生産を支える貿易の働きについて，地図や各種資料を活用して調べ，我が国の工業生産の現状と特色をとらえ，工業生産が国民生活を支える重要な役割を果たしていることが分かる。
〔指導要領内容(3)ア，イ，ウ〕
	作成のポイント

　工場の見学が可能であるならば，工場の規模や設備，仕事ぶりなどを，自動車工場と比較してとらえさせたい。また，まち工場で働く人の話を実際に聞いたり，仕事の様子を見たりすることで，ものづくりへの工夫，高い技術力などを実感的にとらえさせたい。また，自動車工業の部品工場についての学習（P126～129）と関連づけて考えることができるようにしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P138～139）
	●中小工場が協力して製作した人工衛星に関する新聞や写真資料などから，興味・関心を抱いたことを話し合う。
	

	
	二学期
	
	
	どうして人工衛星づくりに挑戦したのかな
	●まず資料から，工場の規模の違いや大工場と中小工場の関係，日本の工業生産における中小工場の役割をとらえる。その前提に立ち，なぜ中小工場が協力して人工衛星づくりに取り組んだのか追究する。
	

	
	
	後期
	
	人工衛星をつくった工場は，ふだんどんなものづくりをしているのかな
	●人工衛星づくりの中心になった工場の日常的な活動を調べ，優れた技術で「ここでしかできない」ものづくりに取り組んでいることを知る。
	

	
	
	
	
	人工衛星が完成するまでに，どんな「協力」があったのかな
	●海外からの安い部品の輸入が増えて，中小工場が厳しい状況に置かれていることを知り，各社の優れた技術を結集して人工衛星を完成させたことの意義について考える。
	

	
	
	
	
	東大阪市では，なぜ工業がさかんになったの
	●東大阪市で工業生産が発達してきた理由を調べ，日本の工業生産全体の歩みとも照らし合わせて理解を深める。
	

	
	
	
	
	どんな所で工業はさかんなのかな
	●資料から，工業の盛んな地域の分布を調べ，工業の種類と立地条件のかかわりを理解する。
	

	
	
	
	
	日本は何を輸入し，何を輸出しているのかな
	●グラフや地図から，工業製品の主な輸出入の内容，相手先国，年代ごとの変化を調べ，日本の工業は加工貿易によって発展したことや，近年ではアジア諸国からの機械製品の輸入も増加していることをとらえる。
	

	
	
	
	
	これからの貿易について考えよう
	●資料から，世界の国々との貿易の実態をとらえる。
	

	
	
	
	
	
	●これまで学習してきたことをもとに，これからの貿易について必要だと思うことを考え，話し合う。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●工業生産を支える優れたものづくりについて学習したことを振り返り，「こだわりのものづくり」を全国各地から調べて伝え合う。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　ロボットと人間の未来（P156）
	●ロボットをめぐる技術開発の歩みを調べ，先端技術をよりよい暮らしに結びつけていくために必要なことを，ノートに書いて話し合う。
	

	11

月

・

12

月
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	４　情報とわたしたちのくらし（P157～186）
	単元目標　我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，調査したり資料を活用したりして調べ，情報化の進展が国民生活に大きな影響を及ぼしていることや，情報の適切な収集，活用，発信が大切であることを考える。
〔指導要領内容(4)ア，イ〕
	学習指導要領のポイント

　新しい学習指導要領では，「通信などの産業」が「情報産業」という表現に改められた。また，「これら（放送，新聞，電信電話などの）の産業に従事している人々の工夫や努力」が削除される一方，「情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり」が加えられた。「情報産業」の学習よりも，情報化した社会の現実を踏まえたうえで，情報の有効利用を考えさせていく学習展開を工夫したい。
作成のポイント

　導入は，国民生活において最も情報が必要とされる場面として，災害時を取り上げる。災害時の情報のあり方を追究する過程で，生活に必要な情報を自ら選択し活用する大切さについて学べるようにしたい。

	
	二学期
	後期
	(10)
	１　伝えたい　求められる情報を（P158～177）
	小単元目標　我が国の情報産業について，新聞社を主に調べ，情報の発信者に求められる役割と責任をとらえる。また，災害時や，防災に向けた情報伝達の工夫を調べ，進展した情報ネットワークを活用して公共生活の向上が図られていることを理解する。さらに，進展する情報化社会の中で，適切な情報を選択し，主体的に判断することの重要性が高まっていることをとらえる。
〔指導要領内容(4)ア，イ〕
	


	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P158～161）
	●新潟県中越沖地震の避難所の写真や，地震発生直後の号外などの新聞紙面を調べ，求められる情報を迅速に伝えることができたのはなぜか，追究しようとする問題意識と自分なりの仮説をもつ。
	

	
	
	
	
	求められる情報を，どのように伝えていたのかな
	●いち早く救助活動を呼びかけ被災者の生活を支援するために，現地の記者や整理部の記者たちが，迅速で正確な情報収集と発信に努めていたことを理解する。
	

	
	
	
	
	新聞は，どのように作られているのかな
	●記者の話から，取材される側の立場を考えることの大切さについて考える。また，新聞社では，取材，編集，印刷，発送と，求められる情報を正確かつ迅速に伝えるため，さまざまな人たちが協力していることを理解する。
	

	
	
	
	
	いち早く情報を伝えるためには，どんな工夫があるのかな
	●インターネットでのデータ送付による各地での号外の発行，ホームページと電子メールを活用した情報受発信など，新聞社では情報ネットワークを活用して，迅速かつきめ細かな情報伝達に努めていることをとらえる。
	

	
	
	
	
	災害の情報は，テレビでどのように伝えられているのかな
	●ＮＨＫが「災害に関する公共の報道機関」として果たしている役割と，テレビニュースが迅速に伝えられる仕組みについて理解する。
	

	
	
	
	
	命とくらしを守るために，どんな情報を伝えているのかな
	●ＮＨＫが気象庁と協力して行っている緊急地震速報や，データ放送を活用した被災地での情報発信など，情報ネットワークを生かした防災のための情報発信の工夫について調べる。
	

	
	
	
	
	まちの安全と安心のための，情報発信の工夫について調べよう
	●柏崎市が取り組んでいる防災行政無線や，コミュニティ放送のラジオ局とも協力した災害放送について調べ，地域の安全と安心を支えるための情報発信の工夫についてとらえる。
	

	
	
	
	
	（まちの復興とともに歩む）
	●被災地の復興や，今後の防災につながることを願って取材と報道に努める記者の話から，情報の意義や情報発信者に求められる姿勢について考える。
	

	
	二学期


	後期


	
	ひろげる　ふかめる
	●「情報がどのように役立てられていたか」「何のために情報が必要なのか」という観点から，これまでの学習を振り返り，考えたことをノートに書いて話し合う。
	

	
	
	
	
	情報って，本当に安心できるものばかりなの？
	●インターネットの発達による情報ネットワーク社会の負の側面も視野にとらえたうえで，今後情報を活用したり発信したりする際に求められる姿勢や責任について考える。
	

	12

月
	
	
	(5)
	２　生かしたい　みんなの情報を（P178～185）
	小単元目標　各産業での情報活用の工夫を調べ，目的や必要に応じて情報を生かしていくことの重要性を理解する。
〔指導要領内容(4)ア，イ〕
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P178～179）
	●身の回りの人や，これまでの産業の学習などで出会った人たちから，どのような情報をどのようなかたちで活用しているのかを調べていこうとする意欲をもつ。
	

	
	
	
	
	仕事の中で，情報は，どのように生かされているのかな
	●本楯地域の農家伊藤さんが対面的コミュニケーションも大切にして地域の協力関係を築いていることの意味について考える。
	学習指導要領のポイント

　新学習指導要領では，産業における情報活用について，食料生産，工業生産それぞれの単元でも扱うことが可能となっている。相互の関連性を意識したい。

	
	
	
	
	
	●自動車会社が，世界規模で良質な製品を安価で提供するため，インターネットを活用してグローバルな情報の共有化を効率よく行っていることをとらえる。
	

	
	
	
	
	ほしいものがいつでも置いてあるのはどうしてかな
	●コンビニエンスストアが，情報ネットワークを活用して効率のよい仕入れや販売，各種のサービスを行っていることをとらえる。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●学習を振り返り，各産業での情報活用で心に残ったこと，参考にしたいと思ったことを考えて話し合う。
	

	
	二学期
	
	
	情報を発信する計画を立てよう
	●情報の学習を振り返り，伝え方にも工夫して自分たちの情報を発信する。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　みんなに分かりやすく情報を伝える

（P186）
	●テレビ放送の手話放送や字幕放送など，情報格差を軽減するための具体的な取り組みを知り，情報をめぐる「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」の工夫について関心を広げる。
	

	１

月

・

２

月
	
	後期
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	５　人と自然がともに生きる国土（P187～221）
	単元目標　資料をもとに，産業の発展，生活様式の変化や都市化の進展などに伴う公害について調べ，健康で安全な生活を営むためには国土の環境保全が重要であることを理解する。また，森林の働きと生活とのかかわりについて調べ，森林が国土の保全などのために重要な役割を果たしていることを理解する。さらに，日本の国土の特徴と自然災害との関係や，自然災害による被害を防止するための国や自治体の取り組みについて理解する。〔指導要領内容(1)ウ，エ〕
	

	
	三学期


	
	(8)
	１　環境都市をめざして
～水俣病に学ぶ～

（P188～203）
	小単元目標　資料をもとに水俣病について調べ，被害を受けた人々の苦しみと，水俣病を教訓に環境を大切にした都市として再生を図る水俣市の取り組みを理解するとともに，健康で安全な生活を営むためには，公害を防ぎ環境を守ることが大切であることを理解する。さらに，身の回りの生活公害について調べ，自分たちの生活の仕方と環境とのかかわりについて考えを深めることができるようにする。〔指導要領内容(1)ウ〕
	作成のポイント

　健康で安全な生活を営むための公害防止の重要性はもちろん，公害を教訓として環境都市をめざす水俣市の取り組みを通じて，これからの自分たちの生活のあり方についても考えさせたい。また，身近にある公害や環境を守る取り組みを具体的に調査・観察する活動を取り入れ，自分たちの生活を見つめ直すようにしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P188～190）
	●導入部の写真や説明文から気づいたり考えたりしたことをもとに，水俣病について関心をもったことを話し合い，「クラスの学習問題」を作る。
	

	
	
	
	
	水俣病って，どんな病気なのかな
	●資料をもとに，水俣病の原因や症状，発生から現在までの経緯などについて調べる。
	

	
	
	
	
	水俣病の患者さんたちは，どんな思いだったのだろう
	●資料をもとに，水俣病患者の被害や苦しみを理解し，水俣の人々の願いについて考える。
	

	
	
	
	
	新しいふるさと「水俣」って，どんなまちなのかな
	●水俣市のまちづくりについて調べ，水俣病を教訓として環境を大切にしたまちづくりを進め，環境マイスター制度や水俣エコタウンなどの取り組みを行っていることを理解する。
	

	
	
	
	
	わたしたちの身の回りの環境は，どうなのかな
	●身近な生活公害について調べ，自分たちの生活の仕方が環境に影響を与えていることを理解する。さらに，環境を保全するために自分にできることを考える。
	

	
	
	
	
	（四大公害病）
	●四大公害病について調べ，公害が健康に及ぼす被害の深刻さを理解し，公害防止の重要性についてあらためて考える。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●これまでの公害についての学習を振り返り，感じたことや考えたこと，さらに調べてみたいことなどを作文やポスターなどで表現する。
	

	２

月
	三学期
	後期
	(5)
	２　調べよう　森林とわたしたちのくらし

（P204～213）
	小単元目標　森林の働きについて調べ，森林資源は温暖化や自然災害の防止，水資源の涵養，生活環境の保全など，わたしたちの生活にかかわる多面的な機能をもつことを理解するとともに，森林資源の育成に従事している人々の工夫や努力について考える。さらに，国土の自然に関する環境問題について調べ，環境を守るためにさまざまな取り組みが行われていることを理解する。
〔指導要領内容(1)エ〕
	作成のポイント

　森林の働きについても,可能な限り調査,観察,実験などの直接体験を通して，実感できるようにしたい｡環境問題が世界の解決すべき大きな問題の一つであることも,自分の問題としてとらえられるようにしたい。また，総合的な学習の時間において「環境問題」をテーマにした場合，本教材との関連を図り，有効に活用するようにしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P204～206）
	●体験活動などから，森林に対する興味・関心，森林を慈しむ心を育むとともに，森林と暮らしのかかわりについて追究するための問題意識をもつ。
	

	
	
	
	
	森林のことをもっと知りたいな
	●森林の働きについて調べ，わたしたちの暮らしと森林の働きは深くかかわり合っていることを理解する。
	学習指導要領のポイント

　学習指導要領では，森林資源の「自然災害の防止」の機能について述べる場合
には，「森林による自然災害の防止には限界があることについても触れるようにする」としている。（この内容については，次単元「3 考えよう 自然災害からくら

	
	
	
	
	木を育てる仕事って，どんなことをするのかな
	●林業について調べ，森林を育てるには長い時間がかかることや林業に携わる人々がさまざまな工夫や努力を行っていることを理解する。また，林業が抱える問題点に
	

	
	
	
	
	
	ついて考える。
	しを守るには」で扱っている。）

	
	
	
	
	木を切っても，森林がなくならない秘密を知りたいな
	●日本の伝統である「炭焼き」の仕事を通して，森林を育成しながら利用する人々の工夫や努力を理解するとともに，人と森林との共生について考える。
	

	
	
	
	
	（かけがえのない自然環境を守るために）
	●天神崎と白神山地を例として，自然環境を守るために行われている取り組みについて調べ，人々の協力や国際的な約束によって自然を守る活動が進められていることを理解する。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●森林と自分たちの生活とのかかわりについてさらに調べ，分かったことを伝え合う。ここでは，遠隔地にある森林と海（生物）が川を介して深くかかわり合っていることを取り上げている。
	

	２

月

・

３

月
	
	
	(4)
	３　考えよう　自然災害からくらしを守るには

（P214～220）
	小単元目標　地震，津波，風水害，土砂災害，雪害など，日本で起こりやすい自然災害による被害を防ぐための，国や県（都，道，府）の取り組みを調べるとともに，わたしたち一人ひとりに日ごろから求められる防災意識の重要性について理解する。
〔指導要領内容(1)エ〕
	作成のポイント

　国土の特徴により日本では自然災害が起こりやすいこと，それによる被害の防止のために国や自治体がさまざまな事業を行っていることをとらえさせたい。その際，自然災害は命にかかわることであり，他人事ではなく自分の身の回りでも起こり得ること，そのための防災意識の重要性についても強調したい。

	
	三学期


	後期


	
	 EQ \O(　,●)導入（P214～216）
	●導入部の写真や説明文から気づいたり考えたりしたことをもとに，自然災害が自分たちの生活に及ぼす影響について話し合い，「クラスの学習問題」を作る。
	学習指導要領のポイント

　学習指導要領では，内容(1)「国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるようにする」に，新たに「自然災害の防止」が付加された。また，森林の自然災害防止機能を取り上げる際には，「森林による自然災害の防止には限界があることに触れるようにする」としている。

	
	
	
	
	被害を防ぐ取り組みについて知りたいな
	●自然災害による被害を防止するために，国や自治体によってさまざまな施設がつくられ，自分たちの安全が守られていることを理解する。
	

	
	
	
	
	
	●森林による自然災害の防止には限界があることを理解する。
	

	
	
	
	
	いざというときのために，どんな備えが必要かな
	●自然災害から自分の命を守るために，日ごろから防災意識を高めておくことが大切であることを理解する。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●この単元の学習を通して疑問に思ったことについてさらに調べて伝え合う。
	作成のポイント

　ここでは，一例として，土砂災害の防止のみならず，河川の環境保全にも配慮するものとして考案されたスリット式の砂防堰堤について調べていく活動を取り上げている。できるだけ，近隣の地域に見られる自然災害対策について考えられるようにしたい。

	
	
	
	※
	学びのひろば　森林の働きと地球温暖化の防止

（P221）
	●現在，世界的に喫緊の課題の一つとなっている温暖化防止に森林が果たす役割と，その働きを活用した温暖化防止対策について理解する。
	

	
	
	
	
	もっとひろげる

	
	
	
	
	もっと世界と出会いたいな（世界地図）

	
	
	
	
	くらしとエネルギー
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